
士魂福津諭吉の真実

渡辺利夫著

福沢諭吉は、日本の文明
化を説いた欧化主義者とい

うイメージが強い。だが、
実際には、もっと多層的で
懐の深い思想家だった。

本曹は、開発経済学の第
一人者でもある著者が、戦
後的な福沢解釈と距離を置
きつつ、福沢思想を分かD
やすく解説した入門書だ。

例えば、福沢が晩年に公

表した「？宝公論」は、西郷

隆盛を「天下の人物」と評

価しているが、そこから西
郷の士魂に対する深い愛惜
の情を読み取っている。

「文明論之概略」は、当

時の最優先課題に「独立」
を掲げ、 「文明」はその手
段と論じたが、そこに福沢
思想の核心があると見るO

福沢は、ロシアの南下に
抗する日英同盟の必要性も
早くか．ら論じていた。路J嗣
な予見力を持った福沢のリ
アリズムの今日的意義につ
いても、考えさせられる。
（海竜社、 1800円） （て）
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